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1 ．はじめに
日本政府のグローバル戦略の一環としての「留学生
30万人計画骨子」（文部科学省 2008）で，大学等の魅
力を国際的に向上させるために短期留学，サマース
クールなどでの交流促進，学生のモビリティーの向上
が掲げられている．それに伴い， 6ヶ月未満のプログ
ラムに参加した外国人留学生は，2014年から2015年に
かけて，11,428人から15,015人に増加し，2010年と比
較すると約 3倍となっている（日本学生支援機構 
2017）．特に 2週間未満のプログラムで外国人留学生
の数が急増しており，2014年から2015年にかけて，
4,867人から7,133人と大きく伸びている（日本学生支
援機構 2017）．
海外の学生の海外留学のニーズ全体が，長期間の留
学から短期間ものへとシフトしてきていることも指摘
されている．例えば，アメリカを拠点とし，世界
150ヶ国，3,500以上の教育機関や団体，政府機関，民
間企業などに所属する約10,000人の教員や職員，専門
家などから成り，国際教育交流を推進する非営利団体
NAFSAは，発行している雑誌International educator
の中で2006年に，アメリカにおけるこれまでにない短
期プログラムの増加を指摘している（Hulstrand 2006: 
46-55）．ここでの短期プログラムとは， 1週間から 8
週間で実施されるものを指している．Mulholland（2014）
によれば，その傾向はまだ継続しているようである．
こういった海外留学のニーズの変化に合わせて東北
大学でも2011年からサマープログラムを開始し，初年
度は文系のサマープログラムTohoku University 
Japanese Program（TUJP），理系のサマープログラ
ム合わせて16名だったところが，現在では80名前後の
学生が毎年参加している．応募者に関しても，飛躍的
に伸びており，文系のサマープログラムTUJPに関し
ては，定員60名のところ，2015年には202名の応募が
あり，翌年から協定校内で選考をしてもらい，協定校
からの応募者を 3名までとしてもらった．2016年には
99名，2017年には83名からの応募があった．
TUJPは，本学の学術交流協定校より優秀な留学生
を招聘し，日本語教育や文化研修を通して日本理解を
促進し，高度な専門教育に触れながら東北大学への交
換留学や大学院進学への関心を高めてもらうための短
期集中型プログラムである．このTUJPをきっかけに，
よりたくさんの優秀な協定校の学生が交換留学や大学
院への進学などで本学へ留学することをねらいとして
おり，日本語・日本文化に関心を持ち，将来的に日本
語で高度の専門教育を受ける学生の層の開拓を試みて
いる．
【報　告】
社会とかかわり，体験し，学ぶ日本語プログラムの実践
―東北大学サマープログラムにおける試み―
島崎     薫 1）＊
1 ）東北大学高度教養教育・学生支援機構
＊）連絡先：〒980－8576　仙台市青葉区川内41　東北大学高度教養教育・学生支援機構　k.shimasaki@tohoku.ac.jp
本稿では，東北大学で実施している留学生向け短期プログラムTohoku University Japanese Program （TUJP） の
プログラムデザインとその実践について報告する．長期留学への再招聘という目標のもと，TUJPでは，実際に接触
場面を体験しながら日本語を学び，日本語学習のモチベーション向上に繋げるプログラムを，社会文化理論を理論
的背景にデザインした．従来のプログラムでは，日本語学習の部分は，授業の中でだけで完結しがちであるが，本
プログラムは授業だけではなく，接触場面も含めてプログラムデザインし，さらに接触場面を先にデザインしてから，
そこで必要となる日本語を学ぶ授業をデザインすることで，参加者がより生きた日本語に触れられるよう工夫をし
た．2017年度のTUJP参加者のアンケートによると，実際の接触場面で学んだことを使い，その使用から新たな学び
を得るという本プログラムに対し，参加者の満足度は非常に高かった．
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表 1　他大学のサマープログラム実施内容
大学名 期間 募集学生 プログラム全体の目的・目標
プログラム
内容 学習項目
O大学
（国立）
3週間 O大学の協定校
の正規学生で日
本語能力試験
N4～ N2レベル
40名
1. 日本語環境の中で，
既習の日本語知識・日
本語能力を積極的に活
用すること． 
2. 日本語環境における
日本語使用体験を通し
て，今後の日本語学習
継続への意欲を高める
こと． 
総合日本語
学習
プロジェク
トワーク
文化体験
自己紹介する
目標や計画を話す
人の話を聞いて，自分の意見を言うことができる
町の施設や店の情報を聞くことができる
許可を取ることができる
行事について説明したり聞いたりできる
グラフや表を作成することができる
データ情報について説明し，自分の考えを言うこと
ができる
困った状況や事情を説明し，解決することができる
日本人の家で場面や関係性を考えて話すことができ
る
行事の習慣について説明したり，聞いたりできる
発表で使われる挨拶ができる
話し言葉と書き言葉の基本的な使い分けができる
自分が疑問に思っていることついて質問したり，情
報を集めたりすることができる
日本で経験したことを語ることができる
お世話になった人にお礼を述べることができる
K大学
（国立）
2週間 K大学の東アジ
アの協定校 6大
学
20名
1. 世界最高基準の日本
研究の統合・体系化を
見据えた日本語・日本
文化教育の実践．
2. 日本-アセアンが互
いに抱える諸問題の共
有・解決を見据えた共
同学習の実践
日本語学習
講義（科学，
人文学，文
化）
文化体験
プロジェク
トワーク
＊参加者は以下の 3つのクラスのうち 1つを履修す
る
（1） 基礎中心のクラス
誘う，断る/初対面の人と話す/依頼/メールを書
く/許可を得る
まとまった文章を読む/スピーチ
（2） 聴解中心
マンガ「サザエさん」で学ぶ日本語
サイレント映画の会話を作る
（3） 読解中心
京都に関するエッセイを読む/京都を舞台とした文
学作品を読む
京都に関する新聞記事を読む/入試問題に挑戦する
W大学
（私立）
3週間
または
6週間
国内外において
通常の家庭によ
る12年の学校教
育を修了してい
て，ひらがなは
既習の者
学習者の総合的な日本
語力の向上
総合日本語
学習
技能別日本
語学習
課 外 活 動
（オプショ
ナル）
＊総合日本語のみ，または総合日本語と技能別日本
語の両方から参加者は選択する
（1） 総合日本語
教科書『初級日本語げんき』や『中級日本語教科書
わたしの見つけた日本』，『生きた素材で学ぶ新 中
級から上級への日本語』などを使用し，それぞれの
レベルにあったコミュニケーションスキルを伸ばす
（2）トピックで話す日本語
身の回りのトピックについて簡単な日本語で表現で
きるようになる
やり取りを通して他の人の言いたいことや考えてい
ることを理解できるようになる
（3） 聞く・かんがえる・話す
様々な場面での実践的な会話能力を伸ばす
聞き返したり，会話を長く続けたりすることができ
る
日常生活でよく接する会話を聞き取ることができる
（4） 聞いて話そう日本語会話
くだけた会話で内容が理解できる
会話から人間関係や状況も把握することができる
相手や場面に応じて表現を使い分けられる
A大学
（私立）
8週間 日本または海外
の高等教育機関
に在籍している
または卒業し，
TOEFL®などの
英語試験で一定
以上の成績を収
めた学生
日本語を学習すること
ができ，日本について
だけではなく，環太平
洋アジアに対する知識
を深めることができる
異文化理解や異文化コ
ミュニケーションのス
キルも高めることがで
きる
日本語学習
文化体験
ホームステ
イ
フィールド
トリップ
日本語のクラスはレベルに応じて 3つのクラスに分
かれ，『初級日本語げんき』や『An Integrated 
Approach to Intermediate Japanese』をもちいて，
体系的に日本語を学ぶ．
（1） 初級
簡単な文法構造や語彙，150の漢字を学ぶ
日本の文化についての理解を深める
（2） 初中級
日常生活で使用する語彙や文法をさらに学習する
日本文化や慣習，人間関係についての理解を深める
（3） 中級
語彙や表現をさらに学習し，読解スキルを向上させ
るタスクや活動を通して流暢に話せるようにする
＊各大学の募集要項や報告書などをもとに筆者が作成．よく似た活動と思われるものは，筆者が活動名などを統一した（例えば，
プロジェクトワークなど）．
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本稿では，世界的にニーズが伸びている短期プログ
ラムに関して，東北大学で実施しているTUJPのプロ
グラムデザインとその実践を報告したい．
2 ．日本の大学における様々なサマープログラ
ムの例と課題
日本の多くの大学でも短期プログラムが実施されて
おり，その大半が夏に実施されているサマープログラ
ムである．実践研究や実践報告などが少なく，具体的
にどういった取り組みがなされているのか，十分に把
握することは難しいが，大学のウェブサイトでの学生
募集の内容や公開されているシラバスから判断できる
限りの範囲で，主要大学で実施されているサマープロ
グラムの情報をまとめた（表 1）．この他にも大規模
なサマープログラムを実施している大学はあるが，日
本語科目の詳細が分からなかったものは表に含めてい
ない．
表 1から分かるように，日本語や日本文化を中心に
しているプログラムもあれば，日本語科目も含まれて
いるが，講義やプロジェクトなども含んでいるものも
ある．内容に関しては，既存の教科書を用いて実施し
ているところもあれば，トピックを設定して実施して
いる大学もある．しかし，ほとんどの大学で日本語の
授業は日本語のクラス内で完結している．教室の中で
新しい表現や文型を学び，練習するだけで，教室の外
とつながっていない．
海外で日本語を学ぶ学生が日本に来て日本語を学ぶ
最大のメリットとしては，学んだ日本語を自分の生活
の中で使えるということではないだろうか．特に初級
段階の学生で身の回りのことを表現することを学んで
いる学生たちにとっては，非常に有意義なことである．
教科書を使って，教室の中だけで学んでいるだけでは，
自分の大学で日本語を学んでいるのと変わらず，日本
で学ぶ意味を見出せない．O大学の実践では，一部プ
ロジェクトワークでの取り組みとつなげ，グループ
ディスカッションに備えて「自分の意見をいう」や調
査の準備に備えて「町の施設や店の情報を聞くことが
できる」，「許可を取ることができる」，発表に備えて「発
表で使われる挨拶ができる」，「話し言葉と書き言葉の
基本的な使い分けができる」といった内容を授業で
扱っている．これは授業で学んだことを実際の実践の
場へつなげる仕組みになっているが，国内学生とのプ
ロジェクトワークという接触場面に限られてしまって
おり，日本で生活しながら学んでいるということを十
分には生かしきれていない．
表 1に記されている大学において，総合的な日本語
の教科書を用い，体系的に教えるプログラムが多い．
2週間半というプログラムの期間で積み上げ式でのシ
ラバスを用い，プログラムをデザインしたときに，学
習者は何ができるようになり，学習者が自分の国に
帰ったときにそれがどんな意味を持つのかということ
を考えた際に， 2週間半の間で劇的に日本語が上達す
るということは，期間の短さゆえ考えにくいし，短期
間の詰め込み学習で定着することは難しい．それより
は，帰国後もっと日本語を勉強したいと思わせたり，
日本語を使うことに自信を持てたりすることに重きを
置いたプログラムをデザインした方が，帰国してから
の継続的な学習につながり，強いては本学への長期留
学へ繋がりやすくなるのではと考えた．
3 ．社会と関わる中で学ぶ
教室の外とつなげるということは，日本で日本語を
学ぶメリットを最大限に生かす上で非常に重要という
だけではなく，学ぶという観点から考えた際にも社会
と関わりを持つため重要である．
ヴィゴツキーは学習とは他者との社会的交流を通じ
て起こるもので，人間の発達も社会的文脈の中で進む
と考え，社会文化理論を提唱した（Lantolf 2000）．社
会文化理論では，学習はより「有能な他者」の助けを
得て，段階的に起こると考えられており，自分 1 人
では達成できないが，他者の力を借りれば達成できる
段階と，自分 1人で達成できる段階があるとしている．
そしてこの 2つの段階の間隔を最近接発達領域 （Zone 
of proximal development：ZPD）と呼び，はじめは
他者の支援が必要なことでも，最終的には自分 1人で
できるようになることで，内化，そして発達が進むと
考えている（Lantolf  2000, 山下 2005: 6-29，トムソン 
2007）．言語学習の場面でも，接触場面でコミュニケー
ションをとっている相手の力を借りながら，コミュニ
ケーションを成立させ，その中から学ぶということは
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ありうる．例えば，自己紹介の仕方を学んだばかりの
学習者が，ある日本語話者に初めて会った時に日本語
で自己紹介を試みたとする．その時に「専攻」という
言葉を習ったのだけれども，うまく発音できなかった．
相手の日本語話者が文脈から察して「専攻？」と助け
船を出してくれる．学習者一人ではできなかったこと
も，日本語に関して自分より「有能な他者」の力を借
りることでコミュニケーションを成立させることがで
き，そして学習者にとっては「専攻」という言葉の習
得につながるものになっただろう．学習者の自分の力
では「専攻」という言葉を使えなかったが，日本語話
者の力を借りることによって達成できた．この日本語
話者が出した助け船は「スキャフォールディング（足
掛け）」と呼ばれている（山下 2005）．TUJPでも様々
な日本語話者と関わりを持つことで，「有能な他者」
からスキャフォールディングを得て，自分 1 人で達
成できる段階を拡張していくことができると考える．
4 ．プログラムの概要
4.1.　プログラム全体の概要
本学のサマープログラムTUJPでは，よりたくさん
の優秀な協定校の学生が交換留学や大学院への進学な
どで本学を選択することねらいとしており，日本語・
日本文化に関心を持ち，将来的に日本語で高度の専門
教育を受ける学生の層の開拓を試みている．プログラ
ム内容としては，体系的な日本語教育に加え，英語に
よる専門科目の集中講義，体験型日本文化学習，課題
解決型グループ研修，国内学生との知的・文化交流，
地域社会との連携活動などを通して短期間で日本を理
解・評価でき，かつ仙台という街を知り，東北大生や
地域住民とのつながりを築けるような学習機会を提供
している．具体的な全体のプログラムは付録にある通
りである．
また，本学の国内学生も国際交流サポーターとして
参加することで，本学の学生にも，コミュニケーショ
ン能力，異文化理解力，国際教養力を培う学習機会づ
くりを行った．具体的には，TUJPをサポートするボ
ランティアチームを結成し，初日のホテルから大学ま
での送迎，フィールドトリップや授業の中での補助を
行った．その他に 1年生向けに全学教育科目の共通科
目として開講されている基礎ゼミで国内学生を対象と
して授業を開講し，TUJP参加学生のためにキャンパ
スツアーを企画したり，一緒にプロジェクトを実践し
たり，TUJP参加学生のために週末イベントを企画し
たりした．　
実施期間は， 7月上旬から 8月上旬にかけての 1ヶ
月で， 2週間半のプログラムを 2期実施する．2017年
度は， 7月 3日（月）から 7月18日（火）までを第 1
期， 7月24日（月）から 8月 8日（火）までを第 2期
とし，プログラムを実施した．それぞれのプログラム
は，100時間相当の学習時間で，4ECTS1相当である．
評価は，日本語クラスの参加点と最終日に行うスピー
チで50％，講義やワークショップへの参加点30%，国
内学生とともに実施するプロジェクトワーク20%で，
東北大学の全学教育科目の評価基準に従っている．プ
ログラム終了後には，成績証明書及び修了証書を発行
し，協定校に送付している．
参加対象学生は，世界各国・地域の207の大学間交
流協定校のうち，学生交流の覚書を締結している機関
の学部学生であり，専攻は問わない．TUJPは，日本
学を中心的な内容とした文系プログラムとなっている
が，学生の専攻は問わず広く募集をしている．交換留
学や大学院進学につなげていくというプログラムのね
らいゆえ，低学年での参加を推奨している．日本語・
日本文化に関心を持ち，将来的に日本語で高度の専門
教育を受ける学生の層の開拓を試みていることから，
高い日本語運用能力を持った学生というよりはむし
ろ，日本語や日本文化には興味があるけれど，学んだ
ことがない学生や，日本語を学び始めたばかりの学生
など，学業成績は優秀であるがまた日本語運用能力が
十分ではない初級から中級の学生を対象としている．
日本語クラスはレベルに応じて 3つに分けている．募
集人数は各期30名ずつ，計60名であるが，本学が関係
強化を重視する一部のロシアとアメリカの協定校につ
いては特別枠を設けている．それ以外の協定校は学内
選考した上で， 3名までの推薦をお願いしている．
2017年度は直前のキャンセルなどもあり，両期とも
29名，計58名の学生が参加した．参加学生の出身大学
は様々で，オーストリア，カナダ，中国，香港，ドイ
ツ，インドネシア，マレーシア，オランダ，ロシア，
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韓国，台湾，イギリス，アメリカの協定校から参加し
ている．専攻も様々で，日本語を専攻している参加学
生もいれば，医学，工学，経済学，法学など文系だけ
ではなく，数多く理系の参加学生もいる．　
4.2.　日本語のカリキュラム
TUJPの中で，日本語のカリキュラムはプログラム
の中心的な位置づけにあり，社会とかかわり，体験し，
学ぶというコンセプトのもとデザインした．通常であ
れば，日本語クラス全体の目標があり，各授業で目標
を立て，それを達成できるような教室活動をデザイン
するところではあるが，本プログラムは，実際の接触
場面で日本語を使用し，日本語話者とかかわりをもち， 
その中から学ぶという目的を持った日本語クラスで
あったため，通常とは逆のプロセスで授業をデザイン
した．TUJPの中での接触場面を先にデザインし，そ
の上でそこに必要な日本語を学べる日本語のクラスを
デザインした（表 2）．
「初めて会う」については，第 1週目の火曜日の昼
に東北大生と 4～ 5名のグループになって学食で昼食
を食べるという接触場面を計画し，そこで必要な日本
語をその日の午前中に学べるようにした．初級の参加
学生は，自分の名前を言い，自分の出身や大学，専攻
を紹介できるように準備した．初中級や中級の参加学
生たちは，より色々なことが紹介できるようにし，初
めて会った人と会話をどう広げるかなどまで発展させ
た．
「自分の国や文化について紹介する」では，小学校
訪問，オープンキャンパスへの参加という接触場面の
機会を利用し，自分と同じ年齢の大学生以外との接触
場面の機会もデザインした．日本語のクラスを小学生
や高校生に文化を紹介する準備をする時間と位置づ
け，初級の参加学生は写真や持参した実物を見せなが
ら，物を紹介する練習をした．指示語や形容詞を導入
し，説明できるようにした．上のレベルの参加学生は，
より豊かな説明になるように新しい表現や語彙を学ん
だり，小学生や高校生に話すときは大人と話すときと
何が違うか，どのような工夫が必要かなどについて話
し合ったりしたクラスもあった．
「日本人と知り合う」では，東北大生にインタビュー
表 2　日本語クラスのシラバスとデザインした接触場面（初級）
学習内容 文法事項 接触場面
Lesson 1 
初めて会う
挨拶する
自己紹介する（名前，
出身，専門，趣味）
名詞文 東北大生と学食で昼食を食べる際に自己紹介する
Lesson 2 
自分の国や文化につ
いて紹介する
写真を見せて説明する 指示詞「これ」
所有格「の」
形容詞の名詞修飾
オープンキャンパスまたは小学校訪問で写真や実物を
見せながら，自分の国や文化について紹介する．留学
生 1 - 2 名対高校生または小学校高学年の児童 4 - 5 名
でグループになり，留学生が独話で説明する
Lesson 3 
日本人と知り合う
日本人学生にインタ
ビューする（名前，仙
台や東北大学につい
て）
質問「～はなんですか？」
「～はどこですか？」
昼休み後に学食にいる東北大生に話しかけ，インタ
ビューをする
Lesson 4 
レストランや店で買
い物をする
レストランで食事する
店で買い物をする
助数詞
大きい数字
定型表現
コンビニやレストランに実際に行って日本語を使うこ
とを宿題とする
Lesson 5 
街での体験を話す
仙台の街中でやったこ
と，食べたものなどに
ついて話す
動詞の過去形（行きまし
た，食べました，飲みま
した，見ました，買いま
した）
助詞「を」「へ」
場所で＋動作
授業の中で仙台ガイドマップを作成（授業の中で仙台
の街中の地図を見ながら，自分がしたことやそのとき
に思ったことをクラスで共有し，一つの地図に書き込
みをしたポストイットをみんなではりつけ，オリジナ
ルの仙台ガイドマップ作りをする）
Lesson 6 
スピーチをする
TUJPでの自分の経験
を話す
形容詞 最終日に全員の前でスピーチをする
Lesson 7 
ホームステイをする
家族や家の設備に関する
語彙
定型表現
南三陸または加美でホームステイする
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するという接触場面を設定した．本学の全学教育科目
が中心的に行われる川内キャンパスの食堂では，お昼
を食べ終わり，午後から授業がない東北大生たちが昼
食後友人と話したり，スマートフォンでゲームをした
りと，くつろいだり，時間を潰していることが多い．
そこも接触場面として設定することにした．そこで時
間を潰している東北大生にTUJPの参加学生が話しか
け，インタビューをするという活動を実施した．日本
語のクラスは，そのインタビューの準備をする時間と
した．初級のクラスでは，仙台の街のことや大学のこ
と，おすすめの店などを聞く準備をした．「何」や「ど
こ」などを使った質問や，形容詞などを学習した．上
のレベルの参加学生たちはテーマを持ってインタ
ビュー調査のようなことを実施するクラスもあった．
留学生と交流したい東北大生を募集すると，留学した
い学生や，留学経験のある学生，留学生と友達になり
たい学生など留学生とコミュニケーションをとること
に対して慣れている学生が来ることが多い．初回の東
北大生と一緒に昼食を食べながら日本語で自己紹介す
る活動では，そういった東北大生が多く集まっている．
まだ日本語の音や日本語でのコミュニケーションに慣
れていない参加学生たちにとっては非常にやりやすい
と思うが，日本語の練習という意味では，東北大生が
フォリナートークに非常に長けている場合もよくある
など，スキャフォールディングの部分が大きくなりす
ぎる可能性がある．食堂で時間を潰している東北大生
たちは，必ずしもそういった留学生とのコミュニケー
ションに慣れている学生ばかりではなく，留学生と普
段あまり接することがない国内学生たちも多い．ス
キャフォールディングが小さくなったり，十分にもら
えなかったりする可能性があり，TUJP参加学生に
とっては，少し難易度は上がるが，学んだことを試し
たり，相手からスキャフォールディングを引き出すス
トラテジーを身につけるには，効果的な接触場面とな
る．
参加学生は，期間中ホテルでの滞在となり，その宿
泊先では食事の提供はない．そのため，期間中はほと
んどの食事を外でする必要がある．レストランやお店，
コンビニは，参加学生にとって避けては通れない接触
場面である．「レストランや店で買い物する」では，
授業の中でその手当てをし，日本語で注文できたり，
店員とやりとりできたりするような練習をする．
このプログラムの最終日には，スピーチをする時間
を設けている．初級の参加学生はプログラム期間中に
自分が撮った写真を見せながら話してもいいことにし
ており，参加学生たちはホストファミリーとの写真や
他の参加学生との思い出の写真を見せて説明をするこ
とが多かった．日本語のクラスでは，そのスピーチの
準備と練習をした．
TUJPでは 2期ともホームステイを実施している．
TUJP-1は宮城県の北の沿岸部にある南三陸町で実施
し，TUJP-2では北の内陸部にある加美町で実施して
いる．仙台の中心部とは違い， 3世代の同居も多く，
親戚付き合いや近所付き合いも多いため，TUJPの参
加学生はあらゆる接触場面に遭遇することになる．ま
た住居も戸建がほとんどで，日本的な造りの家が多い．
授業では，そのホームステイで必要になる日本語の学
習を行うとともに，日本で家を訪問する際のロールプ
レイを国内学生のボランティアとともに実施する．靴
を脱ぎ，その靴を揃えて「お邪魔します」と玄関をあ
がるところから始まる．ここまでにTUJP参加学生た
ちは，自己紹介や自分の国・文化の紹介を接触場面で
実践してきている．これらをホームステイ先という少
し異なる場面で実践する機会ともなる．
「街での体験を話す」は，この中で少し例外的なレッ
スンで，接触場面をデザインしてからクラスの活動を
設計したわけではない．TUJP参加学生たちはプログ
ラム期間中，仙台の街を散策し，今まで私たちが知ら
なかったような面白い場所や美味しいものを見つけて
きたりする．この日本語クラスは，その面白い場所や
美味しいものをクラスメイトに共有するという活動で
ある．その面白い場所や美味しいものを探し出す過程
で，TUJP参加学生たちは，あらゆる接触場面に遭遇
しているだろうし，また自分が見つけたことをクラス
メイトに日本語で紹介する際には，何かのための練習
ではなく，他の参加学生が知らないことを日本語で伝
えるという真のコミュニケーションが成立する．参加
学生たちにはオリエンテーションであらかじめこの活
動について説明し，面白い場所や美味しいもの，素敵
な風景などを見つけた際にメモをしておくワークシー
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トを配布している．
このようにプログラム期間を通して，日本語のクラ
スで接触場面でのコミュニケーションに向けた準備や
練習を行い，実際の接触場面で学んだことを使ってみ
るというサイクルで授業を実施した．
5 ．TUJP参加学生のアンケートから
プログラムが終了するタイミングで，本プログラム
の日本語クラスに関してオンラインアンケートを実施
した．各期参加者29名のうち，TUJP-1は22名から，
TUJP-2は23名から回答があった．TUJP-1とTUJP-2
のカリキュラム内容の違いとしては，文化紹介の対象
が学校訪問先の小学生であることとオープンキャンパ
スに来た高校生であること，そしてホームステイの行
き先である．よってTUJP-1とTUJP-2を別々に示した
方がいい理由がない限りは，TUJP-1とTUJP-2の結果
を合わせて一緒に示す．回答者の日本語レベルは以下
の通りである．図内の数字は人数を示す．
このアンケートは，76～79％の回答率で，各レベル
の回答率も母集団を反映していた．ある程度，実際の
参加学生たちの意見を反映しているものと考えること
ができる．
日本語のクラス全体に対する満足度を，「大満足」，
「満足」，「どちらでもない」，「不満」，「とても不満」
の 5段階で聞いたところ，図 3，図 4のような回答が
得られた．
図 3，図 4が示すように，TUJP-1，TUJP-2の両方
において非常に高い満足度となった．日本語のクラス
全体に対する自由記述欄でも，多くの参加学生たちの
内容や担当講師に対する高い満足度がうかがえた．ア
ンケートから一部抜粋する（日本語訳は訳責筆者）．
• Very satisfied. 大変満足した
• Japanese class was really fun. I enjoyed a lot. 日本
語のクラスはとても面白く，とても楽しかった．
• Very useful and teachers are interesting. とても役
に立ったし，担当の先生たちはとても面白かった．
またこのプログラムがねらいとしている，日本語を
学ぶ面白さ，日本語でコミュニケーションする楽しさ
を味わってもらい，さらなる日本語学習につなげると
いう点に関しては，一部の参加学生から次のようなコ
メントが見られた．
• Great! Want to learn more about Japanese. とても
いい！もっと日本語を学びたくなった．
図 1　TUJP-1の参加者のレベル内訳
図 3　TUJP-1日本語クラス全体に対する満足度
図 4　TUJP-2日本語クラス全体に対する満足度
図 2　TUJP-2の参加者のレベル内訳
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• They energized me to continue studying Japanese 
even after the program finished. プログラムが終
わった後であっても日本語の学習を続けていくエネ
ルギーをもらった．
続いて，個々のトピックに関して見ていく．まずは
自己紹介を取り扱ったレッスンについてである．
このレッスンの日本語のクラスに関しては，
TUJP-1の方でどちらでもないと答えている参加学生
は 1名いるものの，非常に高い満足度である（図 5）．
アンケートは 5段階で満足度を聞いている．
自己紹介の授業の後に続く，接触場面である東北大
生との昼食での日本語の使用度は図 6が示す通りであ
る．
午前中に日本語の授業を実施し，その後すぐに東北
大生と一緒に昼食を食べ，日本語で自己紹介する機会
を設けたこともあり，ほとんどの参加学生は日本語の
クラスで学んだことを使用している（図 6）．レベル
別での日本語使用の差はほとんどなかった．
次に国・文化紹介の準備のクラスについて見る．図
7，図 8が示すように，TUJP-2の方が比較的満足度
が高い傾向にある．TUJP-2の方では午前中に準備を
し，その日の午後にオープンキャンパスで高校生に自
分の国や文化を紹介することになっていたので，より
集中して準備に取り組め，より有意義なレッスンにす
ることができたからなのかもしれない．またTUJP-1
の方は，第 1週目の水曜日の午後に準備をして，実際
の発表はその週の土曜日の小学校訪問で行われた．そ
のため，時間的に差し迫っておらず，授業が終わって
も準備する余裕があったのと，小学校側の要望で急遽
英語のアクティビティも訪問の際に実施することにな
り，日本語のクラスの時間を使ってその準備も少しせ
ざるを得ない状況になったため，日本語学習に割ける
時間が少なくなってしまったという影響もあるのかも
しれない．
授業での国・文化紹介の準備をした後の実際の接触
場面での日本語の使用状況については，図 9，図10の
通りである．
TUJP-1の場合は，小学校ではクラスに分かれての
図 5　TUJP日本語クラス「自己紹介」に対する満足度
図 6　TUJPの活動の中での日本語使用頻度（昼食）
図 7　TUJP-1日本語クラス
「国・文化紹介」に対する満足度
図 8　TUJP-2日本語クラス
「国・文化紹介」に対する満足度
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活動になったため，TUJP参加学生が国紹介・文化紹
介をするということを活動の中には組み込んでもらっ
ていたが，最終的にはそれぞれの担任の先生によって，
小学生のグループを変えてTUJP参加学生が何度も説
明する機会を与えられた場合もあれば，みんなの前で
一度発表して終わりだったクラスもあり，まちまち
だった．TUJP-2の方では，オープンキャンパスで国
や地域ごとにブースを設け，高校生が好きなブースに
立ち寄るという形式にしたため，高校生にとって身近
な国や地域には多くの聴衆が集まり，どの参加学生も
最低4～5回は説明を高校生にしているが，参加学生間
でばらつきが見られた．これらの事情が図 9，図10に
反映されていると考えられる．
インタビューを扱ったレッスンに関しては，
TUJP-1では日本語のクラスに関して「どちらでもな
い」，「あまり満足ではない」と答えた参加学生がそれ
ぞれ 1名ずついたが，TUJP-1とTUJP-2とともに「大
満足」，「満足」がほとんどを占めている（図11）．
後に続く接触場面での日本語の使用状況を見ると，
会話形式がインタビューのため，会話の主導権を
TUJP参加学生が持つことが多いので，学んだことを
生かしやすい環境だったと言える．両期とも学んだこ
とを全て使えたと答えた参加学生は半数を超えている
（図12）．
TUJP-1もTUJP-2も同じように午前の授業でインタ
ビューの準備をし，午後から食堂にいる東北大生にイ
ンタビューをした．全く知らない人に突然話しかけて
インタビューをするという少しハードルが高いタスク
のように思える．最初は話しかけられて驚く東北大生
も多いが，留学生が一生懸命日本語で自分に質問する
様子を見て，東北大生も一生懸命答えてくれる場合が
多い．最初は両者が緊張していても最後にはお互い笑
いながら楽しくインタビューを終えることが多い（図
13）．
レストランのレッスンに関しては，「大満足」，「満足」
が一定の割合を占めているものの，「どちらでもない」
と答えた参加学生もいる（図14）．
授業を踏まえたレストランやお店での日本語使用に
関しては，「学んだことを全て使った」，「学んだこと
をいくらか使った」と答えた参加学生が約 8割いたが，
「学んだことを少し使った」，「学んだことをほとんど
図 9　TUJP-1の活動の中での
日本語使用頻度（国・文化紹介）
図11　TUJP日本語クラス
「インタビュー」に対する満足度
図10　TUJP-2の活動の中での
日本語使用頻度（国・文化紹介）
図12　TUJPの活動の中での
日本語使用頻度（インタビュー）
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使わなかった」と答えた参加学生が10名もいる（図
15）．
それらの理由は，自由記述の部分から少し垣間見ら
れた．
• In my opinion,  it would be better  if  in restaurant 
topic, the teacher introduce us some kanji that are 
related  to  food. For  example,  kanji  of  toriniku, 
butaniku,etc.  So we will  be  able  to  know  the 
ingredient of food that we want to buy food either 
in restaurant, canteen, or convenience store.　先生
が食べ物に関する漢字を紹介してくれると良かった
と思う．例えば，鶏肉や豚肉という漢字．そうする
ことで，レストランや食堂，コンビニで買い物をす
るとき，原材料が分かる．
• The  restaurant  lesson would  have  been more 
beneficial  earlier  in  the program before we are 
already accustomed to ordering food. レストランの
回は参加学生が食べ物を注文するのに慣れる前のプ
ログラムの中のもっと早い時期にあるともっといい
と思う．
この 2つのコメントから，参加学生がプログラム期
間中に遭遇する接触場面により沿った形での授業の実
施が求められていることが分かった．具体的には，レ
ストラン・ショッピングの回の時期的な調整と内容の
さらなる工夫が必要と考えられる．
仙台の街に関する回では，全体的に満足度は高いも
のの（図16，図17），TUJP-2の方が「大満足」と答え
た参加学生が多い．このレッスンは，参加学生がプロ
グラム期間中に自分たちが街の中で発見した面白いも
のや場所，美味しい食べ物などを互いに紹介し合うと
いう内容なので，学生が持ち寄ったものの質でその授
業の内容の充実度が変わる．これは，このレッスン担
当の講師から懸念事項としてプログラム開始以前から
あげられていた．オリエンテーションで気づいたこと
をメモするワークシートを配布するなど，参加学生た
ちが話す内容を膨らませる工夫は取っていたが，持ち
寄った内容によるというところで満足度に差が出てし
まったのかもしれない．
なお，仙台の街の授業の後に連動した活動はないの
で，日本語の使用頻度についてはアンケートで聞いて
いない．
このプログラムの最終日に行っているスピーチを準
備するレッスンに関しては，半数以上の参加学生が「大
満足」と回答している（図18）．これに関しては事前
に準備した原稿をみんなの前で披露するという形式の
ため，日本語の使用頻度に関してはアンケートで聞い
ていない．
図13　インタビューの様子
図14　TUJP日本語クラス「レストラン・ショッピング」
に対する満足度
図15　TUJPの活動の中での
日本語使用頻度（レストラン）
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ホームステイに関しては，両期とも「大満足」と答
えた参加学生が過半数を超えている（図19，図20）．
ホームステイでの日本語の使用状況を見ると，「学
んだことを全て使った」，「学んだことをいくらか使っ
た」と答えた参加学生は全体の 8割を超えている（図
21，図22）． 
初級に関しては特に日本で誰かのお宅を訪問する際
のマナーや表現を中心に学んだ．初中級ではそれを応
用させたものを授業内で扱った．中級の参加学生たち
は，渡日経験もある参加学生も多かったので，訪問す
る地域のことなどを中心に学ぶ回とした．TUJP-1で
は東日本大震災や南三陸町での被害などについて事前
学習し，TUJP-2では加美町の特産物やその地域のこ
とを学んだ．そのため，授業内容によって授業の中で
学んだ日本語をホームステイ先でそのまま使えた参加
学生と，そうではなかった参加学生というような差が
出てきてしまったとも考えられる．
最後に，これらの日本語を使った活動に関する感想
を求めた自由記述の一部を紹介する．このプログラム
図16　TUJP-1日本語クラス
「仙台の街」に対する満足度
図19　TUJP-1日本語クラス
「ホームステイ」に対する満足度
図17　TUJP-2日本語クラス
「仙台の街」に対する満足度
図18　TUJP日本語クラス
「スピーチ」に対する満足度
図20　TUJP-2日本語クラス
「ホームステイ」に対する満足度
図21　TUJP-1の活動の中での
日本語使用度（ホームステイ）
図22　TUJP-2の活動の中での
日本語使用度（ホームステイ）
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のねらいであった準備をして接触場面に臨み，そこで
実際に使用するというこのプログラムのデザインに対
し，参加学生が高く評価していることがうかがえた．
• The  activities  helped  us  to  use what we  have 
learned  in class. 活動は私たちが授業中に学んだこ
とを使うのに役立った．
• Very good that you can use your new knowledge 
just after you have learned it. とてもよかった．新
しいことを学んだ直後にそれを使うことができるか
ら．
• Feel good to prepare and used it in real. 楽しく準
備できて，リアルな場面で使えた．
• They were great activities that actively forced you 
to use your skills in the real world. いい活動がある
おかげで本当の世界で日本語を積極的に使わなけれ
ばならない状況になった．
しかしその一方で文法を体系的に学ぶことを期待し
ていただろう参加学生や，言語を学ぶことと文法を学
ぶことが強く結び付いているビリーフを持っているで
あろう参加学生たちからは以下のようなコメントも
あった（原文ママ）．
• I prefer classes organized not by topics but a more 
organized  system  so we  can  learn  deeper  and 
more. トピックによってデザインされたのではな
く，構造によってよりまとめられた授業がよかった．
そうすればもっと深く，たくさん学べたと思うから．
• Mabe, it would be nice to focuse not only on topics 
but on grammar as well. おそらくトピックだけに
焦点を当てないで文法にも焦点を当てると良かった．
• I really enjoyed  the classes but  I  sometimes got 
really confused about grammar as  there wasn’t 
too much grammar in the lessons so I find it a bit 
hard to structure sentences but content was very 
interesting and relevant. クラスは本当に楽しかっ
たが，授業の中であまり文法の説明がなかったので，
時々すごく混乱して文を作るのが難しかった．でも
内容はとても面白く，とても関係のあるものだった．
• I enjoyed the Japanese classes, however I wanted 
to learn other new things （grammar）. I liked that 
we  tried  to  enhance what we  already  knew, 
though. It helped trying to put  it  into practice. 日
本語のクラスはとても楽しかったが，他の新しい文
法事項を学びたかった．既に知っている知識をより
良いものにしていくというのも好きなのだけれど
も．既に知っていることを実践でやってみるという
ことに関して役に立った．
文法事項に関してコメントを寄せてくれた参加学生
たちは，決して体験や実際の使用を通して学ぶという
形式に不満をいだいているわけではなく，それに対し
て高い評価をした上でさらに文法事項がその中で教え
られることを求めているようだ． これは，参加学生
のニーズやレディネス，日本語学習に対するビリーフ
に依拠するところが大きいと思う．多くの参加学生が
本プログラムの意図を理解し，ポジティブなコメント
を残していたが，プログラムのねらいや目的をオリエ
ンテーションで説明したとしても，文法学習に対する
強いニーズや言語学習に対するビリーフを持っている
参加学生には十分に伝わらないようだった．学生募集
の段階からリーフレットや募集要項にこのプログラム
の日本語クラスとそれに付随した活動のねらいや目的
を記載し，参加学生がサマープログラムを選ぶ時点で
伝えていく必要があると考えた．また，完全な文法積
み上げのシラバスにすることは難しいが，ある程度の
文法説明を加えていくことは可能かと思うので，来年
への課題としたい．
6 ．まとめ
本稿では，世界的にニーズが高まっている短期プロ
グラムの 1例として，東北大学で実施しているTUJP
の日本語教育の部分に関するプログラムデザインとそ
の実践について報告した． 2週間半という短期のプロ
グラムでありながらも，東北大学への長期留学への動
機付けや日本語学習そのものへの動機付けとなるよう
なプログラムとなるよう，社会と関わり合いながら日
本語を学べるプログラムをデザインし，運営した．
TUJP参加学生の満足度は全体的にとても高く，教室
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内での準備と学習，そしてそれを実際の接触場面で使
用し，その使用から新たな学びを得るという本プログ
ラムに対し，参加者も高い評価をしているようであっ
た．
その一方で，文法項目を体系的に学ぶことを期待し
ていた参加学生や，そういった言語学習に対するニー
ズやレディネス，ビリーフを持った参加学生にとって
は，なかなか意図が伝わりにくいプログラムであった
ようである．今後はオリエンテーションだけではなく，
学生募集の段階からこの日本語プログラムの特性を広
報し，十分理解してもらった上で応募してもらうよう
にする必要があると考えた．可能な限りの文法事項の
補足説明も導入することを検討したい．また，「レス
トランに関するレッスンはプログラムの最初の方で
扱ってほしい」などのコメントもあったので，今一度
それぞれのレッスンについて授業後の活動と教室内活
動がきちんと連動してデザインされているのかについ
て見直しをする必要がある．
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